
　毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
） 

         

　
　
　
　
　
　
　目

　
　次

　
　

 
 

　規

　則 

○
福
島
県
文
書
等
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則               

一 

○
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則                           

一 

　福
島
県
企
業
局 

○
福
島
県
企
業
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程                                   

二 

　福
島
県
病
院
局 

○
福
島
県
病
院
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程                                   

三 

　福
島
県
議
会 

○
福
島
県
議
会
事
務
局
文
書
等
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令                         

四 

　福
島
県
労
働
委
員
会 

○
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令                         
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規

　
　則 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

福
島
県
文
書
等
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
及
び
福
島
県
県
営
住

宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
六
年
六
月
二
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

福
島
県
規
則
第
五
十
九
号 

福
島
県
文
書
等
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

第
一
条

　福
島
県
文
書
等
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
令
和
五
年
福
島
県
規
則
第
四
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

附
則
第
二
項
中
「
当
分
の
間
」
を
「
令
和
六
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
」
に
改
め
る
。 

第
二
条

　福
島
県
文
書
等
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
令
和
六
年
福
島
県
規
則
第
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

附
則
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
当
分
の
間
」
を
「
令
和
六
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
」
に
改
め
る
。 

附

　則 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
文
書
法
務
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
六
十
号 

　
　
　福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

　福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
（
平
成
九
年
福
島
県
規
則
第
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

　別
表
第
二
の
一
の
表
福
島
県
営
松
風
の
里
団
地
の
項
中
「
、
十
三
号
室
及
び
三
十
号
室
」
を
「
及
び

十
三
号
室
」
に
改
め
、
「
四
号
棟
」
の
下
に
「
の
九
号
室
及
び
十
三
号
室
」
を
加
え
、
「
十
四
号
室
か

ら
二
十
九
号
室
ま
で
」
を
「
十
四
号
室
か
ら
三
十
号
室
ま
で
」
に
改
め
、
「
二
十
一
号
室
か
ら
二
十
四

号
室
ま
で
」
の
下
に
「
、
四
号
棟
の
一
号
室
か
ら
八
号
室
ま
で
、
十
号
室
か
ら
十
二
号
室
ま
で
及
び
十

四
号
室
か
ら
二
十
四
号
室
ま
で
」
を
加
え
る
。 

　
　
　附

　則 

　こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
建
築
住
宅
課
） 

 

　
　
　
　
　
　
　

 

福
島
県
企
業
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令和 6年 6月28日　金曜日 福 島 県 報 号外第36号1



福 島 県 企 業 局 処 務 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 規 程 を こ こ に 公 布 す る 。  
令 和 ６ 年 ６ 月 28 日  

                                                  福 島 県 知 事   内   堀   雅   雄  
福 島 県 企 業 局 管 理 規 程 第 ２ 号  

福 島 県 企 業 局 処 務 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 規 程  
福 島 県 企 業 局 処 務 規 程 （ 昭 和 44 年 福 島 県 企 業 局 管 理 規 程 第 ２ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。  
目 次 中 「 第 ２ 章   職 務 の 代 理 （ 第 ３ 条 ） 」 を 「 第 ２ 章   削 除 」 に 改 め る 。  
第 ２ 条 第 ８ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  
⑻ の ２   電 子 文 書   電 磁 的 記 録 の う ち 、 第 1 8 号 の 文 書 管 理 シ ス テ ム に よ る 情 報 処 理 の

用 に 供 す る た め 当 該 シ ス テ ム に 記 録 さ れ た も の を い う 。  
第 ２ 条 第 10 号 中 「 記 載 」 の 次 に 「 又 は 文 書 管 理 シ ス テ ム へ 入 力 」 を 、 「 し た 文 書 」 の

次 に 「 等 」 を 加 え 、 同 条 第 1 4 号 中 「 文 書 等 」 の 次 に 「 （ 電 子 文 書 を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、
「 の 事 務 室 」 を 削 り 、 「 又 は 」 を 「 若 し く は 」 に 改 め 、 「 管 理 す る 」 の 次 に 「 、 又 は 電
子 文 書 を 課 長 若 し く は 事 業 所 長 が 文 書 管 理 シ ス テ ム に よ り 管 理 す る 」 を 加 え 、 同 条 第 1 5
号 中 「 文 書 等 」 の 次 に 「 （ 電 子 文 書 を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 第 18 号 中 「 及 び 決 裁 に 係
る 記 録 並 び に 」 を 「 、 決 裁 、 保 管 、 廃 棄 そ の 他 の 」 に 改 め る 。  

第 ２ 章 を 次 の よ う に 改 め る 。  
第 ２ 章   削 除  

第 ３ 条   削 除  
第 16 条 第 ３ 項 各 号 を 次 の よ う に 改 め る 。  
⑴   紙 文 書 に つ い て は 、 そ の 余 白 に 収 受 印 を 押 す こ と 。  
⑵   電 磁 的 記 録 に つ い て は 、 第 14 条 の ５ 第 ２ 項 に よ る こ と 。  
第 20 条 の 表 本 局 の 項 中 「 戌 」 を 「 戊 」 に 改 め る 。  
第 21 条 第 ４ 項 中 「 保 管 し た 完 結 文 書 」 の 次 に 「 （ 電 磁 的 記 録 を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、 同

項 を 同 条 第 ５ 項 と し 、 同 条 第 ３ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  
４   電 磁 的 記 録 で あ る 完 結 文 書 は 、 第 １ 項 又 は 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 保 存 期 間 が 経

過 す る 日 ま で の 期 間 、 保 管 す る も の と す る 。  
第 22 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

７   電 子 文 書 で あ る 保 管 文 書 に つ い て は 、 第 ４ 項 中 「 切 断 、 焼 却 そ の 他 適 切 な 方 法 」 と
あ る の は 、 「 企 業 総 務 課 長 に よ る 文 書 管 理 シ ス テ ム へ の 廃 棄 日 の 登 録 」 と す る 。  
第 23 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

４   電 子 文 書 で あ る 保 管 文 書 に つ い て は 、 第 １ 項 中 「 保 存 期 間 の 延 長 の 決 定 」 と あ る の
は 、 「 保 存 期 間 の 延 長 の 決 定 及 び 文 書 管 理 シ ス テ ム へ の 延 長 の 登 録 」 と す る 。  

附   則  
こ の 規 程 は 、 令 和 ６ 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

                                                                （ 企 業 総 務 課 ）  
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福
島
県
病
院
局 

　
　
　
　
　
　
　

 
                                    

                                       

福 島 県 病 院 局 処 務 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 規 程 を こ こ に 公 布 す る 。  
令 和 ６ 年 ６ 月 28 日  

                                        福 島 県 病 院 事 業 管 理 者   阿   部   正   文    
福 島 県 病 院 局 管 理 規 程 第 ５ 号  

福 島 県 病 院 局 処 務 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 規 程  
福 島 県 病 院 局 処 務 規 程 （ 平 成 16 年 福 島 県 病 院 局 管 理 規 程 第 ２ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。  
第 ２ 条 第 15 号 中 「 及 び 決 裁 に 係 る 記 録 並 び に 」 を 「 、 決 裁 、 保 管 、 廃 棄 そ の 他 の 」 に

改 め 、 同 号 を 同 条 第 16 号 と し 、 同 条 中 第 14 号 を 第 15 号 と し 、 第 13 号 を 第 14 号 と し 、 同 条
第 12 号 中 「 文 書 等 」 の 次 に 「 （ 電 子 文 書 を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、 同 号 を 同 条 第 13 号 と し 、
同 条 第 11 号 を 削 り 、 第 10 号 を 第 11 号 と し 、 同 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

⑿   保 管   文 書 等 （ 電 子 文 書 を 除 く 。 ） を 病 院 経 営 課 長 （ 以 下 「 課 長 」 と い う 。 ） が
病 院 経 営 課 に お い て 、 若 し く は セ ン タ ー 長 、 院 長 若 し く は 所 長 が セ ン タ ー 、 病 院 若
し く は 診 療 所 に お い て 管 理 す る 、 又 は 電 子 文 書 を 課 長 が 文 書 管 理 シ ス テ ム に よ り 管
理 す る こ と を い う 。  

第 ２ 条 中 第 ９ 号 を 第 10号 と し 、 第 ８ 号 を 第 ９ 号 と し 、 同 条 第 ７ 号 中 「 し た 文 書 」 を 「 又
は 文 書 管 理 シ ス テ ム へ 入 力 し た 文 書 等 」 に 改 め 、 同 号 を 同 条 第 ８ 号 と し 、 同 条 中 第 ６ 号
を 第 ７ 号 と し 、 第 ５ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

⑹   電 子 文 書   電 磁 的 記 録 の う ち 、 第 16 号 の 文 書 管 理 シ ス テ ム に よ る 情 報 処 理 の 用 に
供 す る た め 当 該 シ ス テ ム に 記 録 さ れ た も の を い う 。  

第 16 条 第 ３ 項 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 を 次 の と お り 改 め る 。  
⑴   紙 文 書 に つ い て は 、 そ の 余 白 に 収 受 印 を 押 す こ と 。  
⑵   電 磁 的 記 録 に つ い て は 、 第 14 条 の ５ 第 ２ 項 に よ る こ と 。  
第 20 条 第 ３ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

４   電 磁 的 記 録 で あ る 完 結 文 書 は 、 前 各 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 保 存 期 間 が 経 過 す る 日
ま で の 期 間 、 保 管 す る も の と す る 。  
第 21 条 第 ４ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

５   電 子 文 書 で あ る 保 管 文 書 に つ い て は 、 第 ４ 項 中 「 切 断 、 焼 却 そ の 他 適 切 な 方 法 」 と

令和 6年 6月28日　金曜日 福 島 県 報 号外第36号3
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　福
島
県
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

福
島
県
議
会
訓
令
第
三
号 

福
島
県
議
会
事
務
局 

福
島
県
議
会
事
務
局
文
書
等
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
六
年
六
月
二
十
八
日 

福
島
県
議
会
議
長

　西

　山

　尚

　利 

福
島
県
議
会
事
務
局
文
書
等
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

　福
島
県
議
会
事
務
局
文
書
等
管
理
規
程
（
平
成
十
三
年
福
島
県
議
会
訓
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

　第
二
条
第
十
五
号
中
「
及
び
決
裁
に
係
る
記
録
並
び
に
」
を
「
、
決
裁
、
保
管
、
廃
棄
そ
の
他
の
」

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
六
号
と
し
、
同
条
中
第
十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下

げ
、
同
条
第
十
一
号
中
「
文
書
等
」
の
下
に
「
（
電
子
文
書
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第

十
二
号
と
し
、
同
条
第
十
号
中
「
文
書
等
」
の
下
に
「
（
電
子
文
書
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
の
事

務
室
」
を
削
り
、
「
管
理
す
る
」
の
下
に
「
、
又
は
電
子
文
書
を
課
長
が
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

管
理
す
る
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
十
一
号
と
し
、
同
条
中
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ

繰
り
下
げ
、
同
条
第
六
号
中
「
し
た
文
書
」
を
「
又
は
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
入
力
し
た
文
書
等
」
に

改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。 

五

　電
子
文
書

　電
磁
的
記
録
の
う
ち
、
第
十
六
号
の
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
処
理
の
用

に
供
す
る
た
め
当
該
シ
ス
テ
ム
に
記
録
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。 

第
七
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

一

　紙
文
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
余
白
に
収
受
印
を
押
す
こ
と
。 

二

　電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
の
四
第
二
項
に
よ
る
こ
と
。 

第
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３

　起
案
文
書
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
回
議
し
、
か
つ
、
決
裁
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
十
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２

　前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
起
案
し
た
起
案
文
書
は
、
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
合
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　第
十
六
条
第
一
項
中
「
下
位
の
職
に
あ
る
者
か
ら
上
位
の
職
に
あ
る
者
に
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項

中
「
下
位
の
職
に
あ
る
者
か
ら
上
位
の
職
に
あ
る
者
に
」
を
削
る
。 

　第
十
八
条
第
一
項
中
「
発
送
す
る
文
書
」
を
「
施
行
文
書
」
に
、
「
に
は
」
を
「
で
あ
っ
て
次
の
各

号
に
掲
げ
る
文
書
に
は
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。 

一

　法
令
等
の
規
定
に
よ
り
公
印
を
押
印
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
文
書
等 

二

　県
又
は
相
手
方
の
権
利
義
務
又
は
法
的
地
位
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
文
書
等 

三

　事
実
証
明
に
関
す
る
文
書
等
そ
の
他
特
に
信
用
力
を
付
与
す
る
必
要
が
あ
る
文
書
等 

四

　前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
決
裁
し
た
者
が
公
印
を
押
す
べ
き
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認

あ る の は 、 「 課 長 に よ る 文 書 管 理 シ ス テ ム へ の 廃 棄 日 の 登 録 」 と す る 。  
第 22 条 第 ３ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

４   電 子 文 書 で あ る 保 管 文 書 に つ い て は 、 第 １ 項 中 「 保 存 期 間 の 延 長 の 決 定 」 と あ る の
は 、 「 保 存 期 間 の 延 長 の 決 定 及 び 文 書 管 理 シ ス テ ム へ の 延 長 の 登 録 」 と す る 。  

附   則  
こ の 規 程 は 、 令 和 ６ 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

                                                                （ 病 院 経 営 課 ）  

令和 6年 6月28日　金曜日 福 島 県 報 号外第36号 4
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め
る
文
書
等 

第
十
八
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

２

　前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
施
行
文
書
に
お
い
て
、
決
裁
し
た
者
が
公
印
を
省
略
す
る
旨
を

表
示
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
文
書
等
に
「
（
公
印
省
略
）
」
の
記
載
を
す
る

も
の
と
す
る
。 

　第
二
十
条
第
一
項
中
「
（
第
十
八
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
施
行
文
書
の
発
送
に
限

る
。
）
」
を
削
る
。 

　第
二
十
五
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
完
結
文
書
」
の
下
に
「
（
電
子
文
書
を

除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第

三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

４

　電
子
文
書
で
あ
る
完
結
文
書
は
、
第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
存
期
間
が
経
過

す
る
日
ま
で
の
期
間
、
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。 

　第
二
十
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

７

　電
子
文
書
で
あ
る
保
管
文
書
に
つ
い
て
は
、
第
四
項
中
「
切
断
、
焼
却
、
そ
の
他
適
切
な
方
法
」

と
あ
る
の
は
、
「
課
長
に
よ
る
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
の
廃
棄
日
の
登
録
」
と
す
る
。 

　第
二
十
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

４

　電
子
文
書
で
あ
る
保
管
文
書
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
中
「
保
存
期
間
の
延
長
の
決
定
」
と
あ
る
の

は
、
「
保
存
期
間
の
延
長
の
決
定
及
び
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
の
延
長
の
登
録
」
と
す
る
。 

附

　則 

こ
の
訓
令
は
、
令
和
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
総

　務

　課
） 

 

　
　
　
　
　
　

 

福
島
県
労
働
委
員
会 
　
　
　
　
　
　

 
 

福
島
県
労
働
委
員
会
訓
令
第
一
号 

労
働
委
員
会
事
務
局

　

 

　福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

　
　令
和
六
年
六
月
二
十
八
日 

福
島
県
労
働
委
員
会

　

 

　
　
　福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

　福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
（
平
成
十
八
年
福
島
県
労
働
委
員
会
訓
令
第
一
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

　第
二
条
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

　二
の
二

　電
子
文
書

　電
磁
的
記
録
の
う
ち
、
第
十
三
号
の
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
処
理

　
　の
用
に
供
す
る
た
め
当
該
シ
ス
テ
ム
に
記
録
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。 

　第
二
条
第
四
号
中
「
記
載
し
た
文
書
」
を
「
記
載
又
は
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
入
力
し
た
文
書
等
」

に
改
め
、
同
条
第
八
号
中
「
文
書
等
」
の
下
に
「
（
電
子
文
書
を
除
く
。
）
」
を
、
「
管
理
す
る
」
の

下
に
「
、
又
は
電
子
文
書
を
事
務
局
長
が
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
管
理
す
る
」
を
加
え
、
同
条
第

九
号
中
「
文
書
等
」
の
下
に
「
（
電
子
文
書
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
十
三
号
中
「
及
び
決
裁

に
係
る
記
録
並
び
に
」
を
「
、
決
裁
、
保
管
、
廃
棄
そ
の
他
の
」
に
改
め
る
。 

　第
九
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 

　（
電
磁
的
記
録
の
受
信
等
） 

第
九
条
の
二

　電
磁
的
記
録
の
受
信
は
、
事
務
局
長
が
別
に
指
定
す
る
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
情
報
処
理

　シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
。
）
を
利
用
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

２

　前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
務
局
長
は
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
フ
ロ
ッ

　ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
光
デ
ィ
ス
ク
等
の
媒
体
に
よ
り
電
磁
的
記
録
を
受
領
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　（
電
磁
的
記
録
の
収
受
等
） 

第
九
条
の
三

　文
書
管
理
主
任
は
、
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
事
務
局
に
到
達
し
、
又
は
前
条

　第
二
項
の
規
定
に
よ
り
受
領
し
た
電
磁
的
記
録
の
う
ち
収
受
が
必
要
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
当

　該
電
磁
的
記
録
を
処
理
す
る
者
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。 

２

　前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
者
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
次
に
よ
り
収
受
す
る
も
の
と
す
る
。 

　一

　電
磁
的
記
録
を
出
力
し
た
用
紙
（
当
該
出
力
す
る
用
紙
が
著
し
く
多
量
で
あ
る
電
磁
的
記
録
に

　
　あ
っ
て
は
、
そ
の
一
部
を
出
力
し
た
用
紙
）
の
余
白
に
収
受
印
（
様
式
第
一
号
）
を
押
す
こ
と
。 

　二

　当
該
電
磁
的
記
録
に
係
る
事
務
局
長
が
別
に
定
め
る
事
項
を
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
記
録
す
る

　
　こ
と
（
内
容
が
軽
易
な
電
磁
的
記
録
を
除
く
。
）
。 

　第
十
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

　一

　紙
文
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
余
白
に
収
受
印
を
押
す
こ
と
。 

　二

　電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
は
、
第
九
条
の
三
第
二
項
に
よ
る
こ
と
。 

　第
十
条
第
五
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。 

　第
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

５

　電
磁
的
記
録
で
あ
る
完
結
文
書
は
、
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
存
期
間
が

　経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
、
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。 

　第
十
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

７

　電
子
文
書
で
あ
る
保
管
文
書
に
つ
い
て
は
、
第
四
項
中
「
切
断
、
焼
却
そ
の
他
適
切
な
方
法
」
と

　あ
る
の
は
、
「
事
務
局
長
に
よ
る
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
の
廃
棄
日
の
登
録
」
と
す
る
。 

　様
式
第
一
号
中
「
第
十
条
」
を
「
第
九
条
の
三
、
第
十
条
」
に
改
め
る
。 

　
　
　附

　則 

　こ
の
訓
令
は
、
令
和
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
審
査
調
整
課
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